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◆開館時間：９：００～１７：００（最終入館は１６：３０）
◆休 館 日：火曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　伯耆町立植田正治写真美術館　☎３９－８０００
　　　　　　　 メール　b i j y u t s u k a n@ h o u k i - t o w n . j p
　　　　　　　 ホームページ　http://www.japro.com/ueda/
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松江
──植田正治、追憶のイメージ

　植田正治は、1960年代、出雲とともに松江を意欲的に撮影しています。
　1964年頃、植田は、松江出身の随筆家である漢東種一郎のエッセイとともに写真集にまとめる企画をき
っかけに、数年に渡り四季折々の松江を熱心に撮りためていったようです。境港市に生まれ育った植田に
とって、幼い頃から慣れ親しみ、思い出の多い松江を撮影することは、特別な想いがあったはずです。記
憶の中の松江と1960年代の松江を重ねあわせながら描き出したイメージの数々は、植田自身にとっても必
要な記録であり、記憶であったのでしょう。植田の熱意とは別に、写真集の話はなかなか具体化することな
く、写真集としてまとめられたのは1978年、撮影を終えてから10年後のことでした。
　今回の展覧会では、写真集『松江』に収められた作品を中心に、植田正治の「追憶のイメージ」を浮き
彫りにします。

ご来館の際には、下欄の町民無料招待券をご利用ください。

3月1日（金） ─ 4月12日（金）

町民無料招待券
本券をご利用ください。

※本件１枚ご持参で１世帯様無料でご覧いただけます。
伯耆町立植田正治写真美術館

伯耆町須村353-３　TEL 39-8000　FAX 68-3600

9：00～17：00（最終入館は16：30）　火曜日休館（祝日の場合は翌日）
平成25年3月1日（金）～4月12日（金）

松江 ──植田正治、追憶のイメージ

シリーズ＜松江＞より　1964 ─ 68年


